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(combining telling/listening and demonstrating/imitating)などを通じて行われる。シ
ェーンは、コーチと生徒との間での対話について、三つの本質的な特徴を指摘している(12)。
第一に、学習者が実践を試行している文脈で発生するということ、第二に、言葉だけでは
なく行動も利用されるということ、第三に、相互に行動しつつ相互の行動について反省す
ることに依存していることである。すなわち、コーチングとは、学習者が行うことによっ
て学ぶことを補助する活動であり、学習者に行動を実演して示し、実際に試行させる過程
であり、相互に実演や試行について反省することに基づいて進められる活動である。そこ
において、コーチは、学習者がすでに知っている、あるいはできること、コーチの実演や
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説明から理解したこと、直面している困難などについて、学習者の言語や行動から推測す
る。そして、学習者に対してどのように次の説明をするか、どのように次の実演を示すか
を考案する。そのようにして学習者に働きかける。また、学習者は、コーチがどのような
ことに気づかせたいのかを、コーチの説明や実演から推測し、どのように説明や行動すれ
ば自分の理解をコーチに伝えることができるか、また、それがコーチの意図と一致してい
るとの是認を得られるかを予想して、説明や行動の方法を考案して試行する。そのように
してコーチに反応する。そして、それに対するコーチの評価の意味を推測して、行動の方
法をどのように修正するのかを考える。コーチと学習者との間でこのような取引行為が何
往復も発展的に連続し、コミュニケーションが行われる。このことを通じて、デューイの
言うような意味において、しだいにコーチと学習者との間で行動が一致するようになり、
両者の間で適切かつ端的なコミュニケーションが成り立つようになるのである。 
 
４．コーチングにおける教師の指導性 
 
このようなコーチングに基づく教授学習活動は、基本的にはクーンが述べたような、教
師による意味の認知・使用の方法の実演、学習者によるその方法の観察、学習者によるそ
の方法についての試行、教師によるその方法の監督と評価という、教授学習活動の過程に
当てはめることができる。また、その過程において、教師は学習者の思考を予測して教授
行為を行い、学習者は教授行為から教師の思考を推測して試行し、そして教師は学習者の
思考を推測して反省的に点検・評価するというように、相互の思考を参照して、コーチは
学習者の理解を促進し困難を除去できるように、学習者は教師の意図に対応して行為を一
致できるように行動の方法を考案し、実験的に相互の働きかけと反応の行為が往復する。
このような点で、シェーンは、コーチングを「コミュニケーションの実験」というように
述べ、教授学習活動におけるコミュニケーションの探究的、実験的な特質を明らかにして
いる。 
 特に教授学習活動において、相互の思考を推測・予想するという反省的な参照について、
シェーンは、平行四辺形の面積の算出方法についての探究的学習活動の場面を事例として
取り上げている。シェーンは、学習者と教師との間では、次のように相互の思考を参照し
て、「問題解決への新しいやり方が開かれる」と説明している。 
 「生徒はよく分からない問題やパズルを理解しようと試みて、『先生が言葉や行動によ
って意味していることを、私はどのように理解すればよいのか。先生から私に送られた
メッセージに埋め込まれている方法に、私はどのようにすれば気づくことができるのか。
特によくわからない場合、この教材、すなわち、この状況について、私の理解の状態に
ついて、私はどのようにして自覚することができるのか。解決へとつながるその問題を
理解するための別のやり方に、私はどのようにして気づくことができるのか』と問う。
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教師は、生徒たちが教材について新たに理解できるよう支援に奮闘しながら、『そこに
いるその子ども』の観点から問題を見るように努力するだろう。教師は、『その子はど
のような方法でその問題を理解して、その問題に関する言葉や行動を導き出していると
考えられるか。その子の理解の仕方に内在する可能性と限界は何か』と問う。…そのよ
うにして、教師は、その子が問題について理解する別の方法、解決への別のやり方に気
づくように支援し続けるだろう。教師は、その子に現象についての多面的な表現力が形
成されるように、また、それらの間を行きつ戻りつする能力が発達するようにコーチ
(coach)する(13)。」 
 このように、学習者は、教授者の言葉や行動を手がかりにして、そこに埋め込まれてい
る意味の認知・使用の方法を、共有されている状況における他の様々な要素との関連や連
続を手がかりにして推測する。そのようにしてどのように行動すれば、教授者の伝達した
い方法と一致するかを予測して試行する。この点で、学習者は全体論的なアプローチによ
って新たな意味の認知・使用の方法を探究し、実験的に思考の行動を導いている。つまり、
この点で、教授者は、意味の認知・使用の方法を学習者に、直接的に教えることはできな
い。繰り返すが、行うことによって学ぶことをコーチングすることでしか、意味の認知・
使用の方法を伝達し、習得させることはできない。 
しかし、教授学習活動において教師は子どもに対して、成熟性(maturity)のある者とし
て、すなわち、確実性を持って独力で経験を導く能力を有する、その社会や共同体の構成
員として位置づいている。すなわち、パットナムのいうように、子どもに対する教師の経
験の大きさが、「子どもがどのような経験をしているのかについての理解を可能にさせる」
のであり、「子どもの経験の帰結がどのようになるのかを予想することを可能にさせる」
のである(14)。つまり、先にも引用したように、経験を導く能力の成熟性によって、子ども
の思考における意味の認知・使用の方法を反省的に点検し、その適切性について評価する
ことができるのである。したがって、子どもが示す試行の行われ方を監督し、その意味の
認知・使用の方法を反省的に点検して評価できるのである。そして、それと同時に教師は、
そのような成熟性によって、それぞれの子どもが既に所有している意味の認知・使用の方
法や、新しい意味の認知・使用の方法の発見において直面している困難を推測することが
できる。そのように子どもの思考を参照して、その子どもに新しい意味の認知・使用の方
法の発見が促されるように、教授のための言葉や行為、教材などを考案して環境を整備す
る。そのように指導観念を考案して実験的に教授行為を導くことができる。シェーンのい
うコーチングとは、このようにそれぞれの教授学習活動において、それぞれの子どもの思
考を参照して、教授行為の方法を考案して実験的に子どもに働きかけ、そして、子どもの
反応から働きかけに対して子どもがどのように思考したかを参照し、再度、教授行為を調
整して働きかけるという活動といえる。 
 デューイは、教師の専門性について次のように述べている。 
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 「教育者としての成人は、きわめて成熟した経験を所有していることにより、あまり経
験が成熟していない人にはできないような方法で、年少者の一つ一つの経験を評価でき
る立場にいる。だから、経験がどのような方向に向けられているかを確かめることは教
育者の仕事である。教師が未成熟者の経験の状態の組織化を手助けするために自分の洞
察力を使用せず、その洞察力を投げ捨ててしまうならば、教師がより成熟しているとい
うことは重要でなくなってしまう(15)。」 
  このようにデューイによれば、教師の専門性の基盤は、その共同体や社会の構成員たち
に共有されている意味の認知・使用の方法について、特に探究能力とコミュニケーション
能力という点で十分に成熟していることにある。それに基づいて、年少者の中にどのよう
な態度を助長することが成長という点で好ましいのかを判断することができ、また、学習
者の学習の進行状態を共感的に理解して、適切な指導や支援を与えていくことができるの
である。つまり、教師は、経験の成熟性に基づいて、教授学習活動を教師と生徒との間で
の探究的コミュニケーションを積み重ねつつ、コーチングという協同的活動の形式におい
て導いていくことができるのである。 
したがって、このような観点ら、デューイの次の言葉を理解することが必要となる。 
「生徒たちを当惑させる状況は、生徒たちがその状況の取り扱いについて、ある程度ま
で統制できるように、すでに取り扱われた状況によく類似していなければならない。教
授技術の大部分は、新しい問題についての困難を作り出すことにかかっている。すなわ
ち、新しい要素に必然的に伴う、思考を挑発するのに十分なほどの大きな困難であると
同時に、役立つ示唆が湧き出てくるような明るく、よく知っている点が存在するほど小
さな困難である(16)。」 
このことからデューイは、教師は教材の論理的側面とともに、「生徒の現在の必要およ
び能力、教材との相互行為に専念しなければならない」と、子どもの心理的側面について
考慮しなければならないと述べている(18)。デューイによれば、教師は、先に引用したよう
な経験の成熟性に基づく「洞察力」(insight)、あるいは「個人についての共感的な理解」
(sympathetic understanding)を発揮して、「彼が対応する一人ひとりの具体的な能力や必
要性を調査すると同時に、それらの必要を満足させ、それらの能力を発展させるような経
験を遂げさせるように、教材や教科内容を提供する条件を配列しなければならない」と述
べている(19)。教師は教材の論理構造について専門的に精通しているだけではなく、子ども
の思考を参照しつつ、子どもにそれが新しい意味の認知・使用の方法として確実性を持っ
て習得できるように、子どもへの教授行為の方法を考案し、子どもの反応に基づいて修正
しつつ繰り返し働きかけるという点に、教師の教授者としての専門性があるといえる。つ
まり、デューイの論述からは、経験の成熟性に基づいて、年少者の思考を参照して教授行
為を実験的に導く点に教師の専門性を見出すことができる。シェーンの述べているような
コーチングは、そのような教師の専門性によって指導される、生徒との間での探究的コミ
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ュニケーションに基づく協同的活動として成立しているのである。 
 
まとめ 
 
 年少者に新しい意味の認知・使用の方法を伝達し習得させる教授学習活動は、教授者で
ある年長者と学習者である年少者が状況を共有し、年長者による実演、年少者による推測
と試行、年長者による点検・評価という過程が、両者の間でその意味の認知・使用の方法
について、年長者が一致したと判断するまで繰り返されて展開される。その過程において、
年長者は年少者の思考を参照し、教授行為の年少者の思考における効果を予測して教授行
為を考案して実験的に働きかける。そして、学習者の反応から学習者の思考を推測して、
そこにおける教授行為の効果を反省的に点検して、必要な場合には教授行為を修正して再
度働きかける。一方、年少者は、年長者の実演から、年長者の思考を参照し、年長者が伝
達することを意図している意味の認知・使用の方法を探究的に推測して、年長者の意図と
一致するように予測して反応の方法を考案して、試行的に反応する。そして、年長者の評
価と再度の働きかけから、年長者の思考を参照して反応の方法を修正して再度試行的に反
応する。 
 このように教授学習活動とは、年長者と年少者との間で、相互の思考を参照して相互に
働きかけ合うという探究的コミュニケーションである。教授学習活動では、コミュニケー
ションを行う年長者と年少者との間では、意味の認知・使用の方法、すなわち参照すべき
概念が共有されていない。この点で年長者は年少者の思考を参照して、教授方法について
の指導観念を考案して実験的に働きかけることが必要となる。また、年少者は、年長者の
示す教授行為から、年長者の思考を参照して反応の方法を考案して実験的に反応すること
が必要となる。つまり、相互にとって探究的コミュニケーションに基づく活動なのである。
この点で、シェーンがいうように、「教授学習の過程は、設計と発見とについてのきわめ
て協力的で、コミュニカティブな過程として理解することができる」のであり、教授者と
学習者には「設計的探究の共同体」が形成されることになる(19)。早川はそのようにして「一
対一の人間関係」において行われる学習活動が、子どもにとって「コミュニカティブな探
究」となり、さらに「リベラルな精神」の形成の基盤となる「友愛に満ちた共通経験」と
して位置づくと述べている(20)。ビースタのいう「コミュニカティブな行動としての教授」
は、このような意味において理解される必要があろう。 
 教授学習活動は、新しい意味の認知・使用の方法の伝達・習得をめざすという点で、通
常のコミュニケーションと比較して相互に探究的である。年少者は状況全体との関連にお
いて、年長者の示す行為から新しい意味の認知・使用の方法を推測し、試行を繰り返しつ
つ確定していく。しかし、クワインが示したような未知の言語の翻訳を試みる言語学者の
活動との相違は、年少者にとって新しい意味の認知・使用の方法は、年長者によって年少
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者の思考を参照されて実験的に示されること、また、年長者によって試行を監督され、そ
こにおける思考を推測されて評価されることにある。発見的に習得できるように促進され、
また、試行について、もしそこに概念の過剰適用や適用の見逃しなどがあった場合、フィ
ードバックされる働きかけや環境が、年長者によって考案される点にある。ここにデュー
イのいう教授学習活動における教師の専門性が存在するのである。ただし、共同体におけ
る年長者としての構成員とは、専門的な教師との水準的な差異はあるものの、年少者や他
の構成員の思考を参照し、その意味の認知・使用の方法を反省的に点検し評価できる能力
の所有者である。つまり、教師を他の構成員から絶対的に区別することはできないものの、
このように教師の専門性を明確にすることができる。 
 したがって、相互探究的なコミュニケーションとしての教授学習活動の経験を通じて、
年少者には新しい意味の認知・使用の方法が習得されると共に、コミュニケーション能力、
探究能力、協同的探究に参加するために必要な探究的コミュニケーションの能力が統一的
に形成されるのである。つまり、デューイの論じた教授学習活動は、意味の認知・使用に
関する個性的な能力と協同的な能力とが、このように統一的に形成される過程として構想
されているのである。このような点からも、デューイの教育論において、個人は、教育を
通じて、公共的な知性をもつ思考者として立ち現れてくると捉えられている。つまり、知
性的な思考は、社会や共同体における年長者と年少者との間での、相互の思考について思
考し合うという、相互探究的なコミュニケーションとしての教授学習活動の経験を通じて、
協同的活動における実践的能力として個性的に形成されるといえる。 
以上のような観点から、デューイの次の言葉の意味を明確にすることができる。 
「経験の発達が相互行為を通じて生じるという原理は、教育が本質的に社会的であると
いうことを意味する(21)。」 
すなわち、経験を構成する能力は、教師というその共同体において経験が成熟した年長
者との間での探究的なコミュニケーションという、協同的な活動における相互行為を通じ
て、子どもに教師と共通の概念が発生し発展するにつれて、形成されていくのである。言
い換えると、確実性を持って経験を導くための個人の知性的な思考は、そのような社会的
過程を通じて形成され、社会的な活動において発揮される能力となるのである。 
このようにデューイの教授学習活動についての論述を解明することにより、デューイの
学習指導論について、知性的な思考の包括的な形成をめざす活動の原理として、いわば、
学校における活動と社会における活動とを、また、教育における活動形態と民主主義にお
ける活動形態とを一元的、連続的に関連づける原理として特質づけることができる。そし
て、そのようにして、知性的な思考の個性的な形成と公共的な形成とを一元的に構想する
原理としての特質を明らかにすることができる。デューイのいう知性的な思考は、このよ
うに公共的な過程に基づいて形成される能力である。 
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